
 

協定の締結を記念して、マウントウエイバリー校の

日本庭園に桜を植樹。 

今号もなとり国際交流ニュー

スレターをお読みいただきあり

がとうございました。 

 今回は中学生海外派遣事業に

ちなんでオーストラリアの話題をお届けしましたが、

いかがでしたでしょうか。 

 このニュースレターでは海外での交流体験だけで

なく、市内で国際交流や多文化共生に関わっている方

の活動や、名取にお住まいの外国人の方を紹介するな

ど、私たちの身近な話題も取り上げていきたいと考え

ています。 

 ぜひ皆様の身近な方たちの情報をお寄せください。

名取市の国際交流に関するご要望もお待ちしており

ます。 

【情報はこちらへ】 
〒981‐1292（住所記入不要） 
名取市総務部総務課広報広聴係 
電話 384-2111内線 317 FAX384-9030 
Eメール：soumu@city.natori.miyagi.jp 

特  集

 

協
定
書
の
調
印
は
二
〇
〇

六
年
四
月
五
日
（
水
）
（
日
本

時
間
同
日
）
、
マ
ウ
ン
ト
ウ
エ

イ
バ
リ
ー
校
の
日
本
庭
園
で

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

名
取
市
か
ら
派
遣
さ
れ
た

中
学
生
二
十
二
人
と
そ
の
ホ

ス
ト
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
、
関
係

者
が
見
守
る
中
、
同
校
の
グ
レ

ン
・
プ
ロ
ク
タ
ー
総
長
と
佐
々

木
名
取
市
長
が
協
定
書
に
署

名
。
そ
し
て
同
校
の
所
在
地
で

あ
る
モ
ナ
ッ
シ
ュ
市
の
ジ
ョ

イ
・
バ
ナ
ー
ジ
市
長
が
証
人
と

し
て
の
署
名
を
行
い
、
調
印
は

無
事
終
了
し
ま
し
た
。 

調
印
式
の
中
で
は
名
取
市

長
か
ら
鯉
の
ぼ
り
が
友
好
の 

中
学
生
海
外
派
遣
事
業
の
交
流
先
で
あ
る
マ
ウ
ン
ト
ウ
エ
イ
バ
リ
ー
・
セ
カ
ン
ダ
リ
ー

カ
レ
ッ
ジ
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ビ
ク
ト
リ
ア
州
）
と
名
取
市
は
、
現
在
行
っ
て
い
る
相

互
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
、
そ
の
基
盤
と
な
る
友
好
と
交

流
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。 

 

二
〇
〇
六
年
は
「
日
豪
交
流
年
」。
九
月
に
は
マ
ウ
ン
ト
ウ
エ
イ
バ
リ
ー
校
か
ら
も
二
十

三
人
の
生
徒
た
ち
が
名
取
市
を
訪
れ
、
市
内
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る
予
定
で
す
。
交
流

協
定
の
締
結
に
よ
り
、
今
ま
で
以
上
に
友
情
が
深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

 調印した協定書を手に。左から佐々木市長、ジョイ・バナー

ジ市長、グレン・プロクター総長。 

 協定書は日本語版・英語版のセットが 2部作成され、マウ

ントウエイバリー校と名取市で同じものを保管しています。 

中国語版
ちゅうごくごばん

「名取市
な と り し

ごみの出
だ

し方
 か た

パンフレット
ぱ ん ふ れ っ と

（名取市再生资源 16

项分类与回收方法和 2 类生活垃圾的投

放方法）」ができました！ 

 市
し

役所
やくしょ

総務課
そうむか

、クリーン
く り ー ん

対策課
たいさくか

、市民課
しみんか

の

窓口
まどぐち

で配布
はいふ

しています。 

 中国語
ちゅうごくご

を母語
ぼ ご

とする方
かた

で、ごみの出
だ

し方
かた

が

わからず困
こま

っている方
かた

、ぜひご活用
かつよう

ください。

※ 問
と

い 合
あ

わ せ は 、 名取市
な と り し

総務部
そ う む ぶ

総務課
そ う む か

広報広聴係
こうほうこうちょうかかり

（３階
３か い

 電話
でん わ

３８４－２１１１

内線
ないせん

３２７）へ。 

記
念
と
し
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。

マ
ウ
ン
ト
ウ
エ
イ
バ
リ
ー
校

で
は
三
本
の
桜
の
苗
木
を
準

備
し
、
プ
ロ
ク
タ
ー
総
長
と
バ

ナ
ー
ジ
市
長
、
佐
々
木
市
長
が

会
場
の
日
本
庭
園
に
記
念
植

樹
し
ま
し
た
。 

 

同
校
の
日
本
庭
園
は
昨
年

完
成
し
た
ば
か
り
で
、
紅
葉
や

柳
の
木
は
あ
り
ま
し
た
が
、
桜

の
木
が
植
え
ら
れ
た
の
は
初

め
て
だ
そ
う
で
す
。 

 

日
本
と
は
季
節
が
逆
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
す
が
、
花

が
咲
い
た
ら
お
花
見
を
す
る

の
を
、
マ
ウ
ン
ト
ウ
エ
イ
バ

リ
ー
校
の
生
徒
た
ち
は
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。 

 平成 17 年度派遣事業

でのちょっとした話題を

集めてみました。 

 

←オペラハウスの洗面所 
 シドニーの有名な観光スポットで

あるオペラハウス。外側も素晴らしい

ですが、内部のデザインもモダンで

す。しかし水がこぼれないか、少々心

配しながら使いました。 
↑学校体験 
 ホームステイと並んで派遣団員の

思い出に残ったのが学校体験でした。

中でも歴史の授業では「 侍
さむらい

」「幕府」

などを日本語で書くようお願いされ

るなど大活躍。 
上の写真は教科書で、侍や切腹につ

いて説明しているページです。 

日豪サッカー対決→

 日豪戦は実は4月から行われていた…
というのは冗談ですが、マウントウエイ

バリー校でのひとコマ。 
 こういった中学生たちの様子を見て

いると、言葉や国の違いは意外に簡単に

乗り越えられるのだな、と感じます。 

ガーデンシティ、

メルボルン→

 オーストラリア第２の

都市メルボルン。「ガーデ

ンシティ」との愛称でも呼

ばれ、緑豊かな歴史と現代

が融和する美しい街です。

 写真は市内を流れるヤ

ラ川から臨むフリンダー

ス・ストリート駅。 
 マウントウエイバリー

校のあるモナッシュ市は

メルボルンから南東に車

で約４０分の場所に位置

しています。 



  
 

平
成
十
七
年
度
の
名
取
市

中
学
生
海
外
派
遣
事
業
は
、
三

月
二
十
九
日(

水)

か
ら
四
月

七
日(

金)

ま
で
の
十
日
間
の

日
程
で
行
わ
れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

メ
ル
ボ
ル
ン
近
郊
の
モ
ナ
ッ

シ
ュ
市
に
あ
る
マ
ウ
ン
ト
ウ

エ
イ
バ
リ
ー
・
セ
カ
ン
ダ
リ
ー

カ
レ
ッ
ジ(

Ｍ
Ｗ
Ｓ
Ｃ)

で
の

授
業
参
加
や
Ｍ
Ｗ
Ｓ
Ｃ
の
生

徒
宅
へ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

主
な
目
的
と
す
る
こ
の
派
遣

研
修
は
、
名
取
の
生
徒(

派
遣

団
員)

た
ち
に
と
っ
て
一
生
の

思
い
出
と
な
る
実
り
多
い
も

の
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

特
別
団
員(

随
行
員)

は･
･
･
 

四
月
一
日(

土)
(

日
本
時
間

同
日)

の
お
昼
ご
ろ
に
Ｍ
Ｗ
Ｓ

Ｃ
に
到
着
し
た
派
遣
団
一
行

は
、
学
校
の
体
育
館
で
行
わ
れ

た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の

対
面(

式
？)

を
経
て
、
こ
れ
ま

で
の
団
体
生
活
か
ら
離
れ
、
二

十
二
人
の
派
遣
団
員
は
そ
れ

ぞ
れ
の
家
庭
に
、
五
人
の
随
行

員
は
学
校
近
く
の
モ
ー
テ
ル

に
五
日
間
の
生
活
の
拠
点
を

移
し
ま
し
た
。 

お
り
し
も
こ
の
日
は
土
曜
日
。

随
行
員(

私
た
ち)

は
一
人
び

と
り
に
な
っ
た
団
員
の
こ
と

を
心
配
し
つ
つ
も
、
モ
ー
テ
ル

で
若
干
息
の
抜
け
る
時
間
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
程
無
く

Ｍ
Ｗ
Ｓ
Ｃ
の
レ
ス
リ
ー
・
マ
リ 

 中学生海外派遣事業に参加するのは生徒だけではなく、各

種の連絡調整や生徒指導役として、大人の特別団員（随行）

も同行しています。 

 「広報なとり５月１日号」では現地での中学生の様子を中

心にお伝えしましたが、今回は「大人が体験したオーストラ

リア」を、事務局随行員が「雑記帳」の形でご紹介します。 

ン
ズ
先
生
が
モ
ー
テ
ル
を
訪

れ
、｢

今
日
と
明
日
の
過
ご
し

方
の
相
談
を
し
よ
う｣

、
と
親

切
に
お
世
話
役
を
買
っ
て
出

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル 

「
今
日
（
土
曜
日
）
の
夜
、

メ
ル
ボ
ル
ン
で
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
試
合
が
あ
る
け
ど
興
味

あ
る
か
い
？
見
学
（
観
戦
）
し

て
み
て
は
？｣

と
の
先
生
の
提

案
に
、
半
信
半
疑
（
見
た
こ
と

が

な

い

ス

ポ

ー

ツ

な

の

で･
･･
)

な
が
ら
、
従
っ
て
み
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。 

メ
ル
ボ
ル
ン
博
物
館
で
レ

ス
リ
ー
先
生
と
別
れ
た
私
た

ち
は
、
博
物
館
を
見
学
し
た

後
、
市
内
を
走
る
ト
ラ
ム(

路

面
電
車)

を
使
っ
て
ス
タ
ジ
ア

ム
（Te

ls
tr
a 
Do
me:

テ
ル
ス

ト
ラ
ド
ー
ム)

に
向
か
い
ま
し

た
。 

ス
タ
ジ
ア
ム
の
前
で
レ
ス

リ
ー
先
生
と
落
ち
合
い
、
案
内

を
受
け
な
が
ら
内
部
に
入
る

と
、
そ
こ
は
客
席
が
三
階
建
て

に
な
っ
て
い
る
巨
大
な
ド
ー

ム
ス
タ
ジ
ア
ム
で
、
そ
の
広
さ

と
素
晴
ら
し
さ
に
私
た
ち
一

同
感
嘆
の
声
を
上
げ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。 

競
技
は
ラ
グ
ビ
ー
と
ア
メ

リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
近

い
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
選
手
は

ア
メ
フ
ト
の
よ
う
な
防
具
を 

身
に
着
け
て
い
ま
せ
ん
し
、

ル
ー
ル
も
ラ
グ
ビ
ー
や
ア
メ

フ
ト
と
は
違
い
ま
す
。
な
ん
と

言
っ
て
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
形

が
「
楕
円
形
」
（
私
と
し
て
は

こ
れ
が
最
も
珍
し
い)

な
の
が

驚
き
で
す
。 

試
合
は
メ
ル
ボ
ル
ン
の

｢
E
SS
END
O
N

」
と
シ
ド
ニ
ー
の

「S
YD
NE
Y

」
と
の
間
で
行
わ

れ
、
試
合
中
、
ル
ー
ル
の
推
測

を
し
な
が
ら
観
戦
し
ま
し
た
。 

こ
の
競
技
は
、
レ
ス
リ
ー
先

生
も
大
フ
ァ
ン
の
よ
う
で
、
ス

タ
ジ
ア
ム
で
買
い
求
め
た｢

プ 

ロ
グ
ラ
ム｣

に
載
っ
て
い
た
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
の
柄
で
全
十
六

チ
ー
ム
の
名
前
な
ど
を
教
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

レ
ス
リ
ー
先
生
は｢

僕
の
息

子
も
少
し
前
ま
で
は
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
し
て
い
て
、
続
け
て

い
れ
ば
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
選
手

よ
り
も
上
手
い
か
も･
･･
｣

。 

私
は
（
こ
こ
が
メ
ル
ボ
ル
ン

な
の
で)

当
初
メ
ル
ボ
ル
ン
の

チ
ー
ム
を
応
援
し
て
い
ま
し

た
が
、
隣
の
席
で
レ
ス
リ
ー
先

生
が
ど
う
や
ら
シ
ド
ニ
ー
の

チ
ー
ム
を
応
援
し
て
い
る
ら

し
い
こ
と
に
途
中
で
気
が
付

き
！
！
！
、
手
の
ひ
ら
を
返
し

た
よ
う
に
シ
ド
ニ
ー
へ
の
応

援
に
切
り
替
え
ま
し
た
。(

事

情
が
分
か
り
ま
せ
ん
？
？
？)

 

随
行
員
も
体
験
学
習 

結
局
試
合
は
メ
ル
ボ
ル
ン

の
チ
ー
ム
が
勝
ち
ま
し
た
が
、

こ
の
日
は
初
め
て
見
る
競
技

や
施
設
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

さ
な
ど
に
驚
き
、
私
た
ち
に
と

っ
て
は
何
も
か
も
が
大
変
珍

し
く
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま

し
た
。 

ま
た
、
ス
タ
ジ
ア
ム
で
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
語
学
の

勉
強
を
し
て
い
る
日
本
人
の

女
子
学
生
に
も
偶
然
出
会
い
、

言
葉
を
交
わ
し
た
こ
と
も

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
日
本
の

交
流
の
深
さ
を
改
め
て
感
じ 

さ
せ
ら
れ
る
出
来
事
で
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
私
た

ち
が
体
験
し
た
こ
と
は
ま
だ

ま
だ
他
に
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
は
ま
た
の
機
会
に･

･･
･･

。 

レ
ス
リ
ー
先
生
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
事
務
局 

佐
藤 

恭
）

この広さと楕円形の

フィールドに感動！ 
未知のスポーツでし

たが、一瞬にして心が躍

り出し、応援にも熱がこ

もりました。 

 防具も無く、ユニフォームも

ノースリーブ…。大きな選手た

ちがぶつかり合う迫力は圧巻

です。 

プログラム。 
チームのスポンサーにな

っている日本の自動車メー

カーもあるようです。 

メルボルン市内を走るトラム。 

メルボルン博物館。マウントウエイバリー校

のあるモナッシュ市は、メルボルン市から車

で約４０分の距離。 


